
 

２０２４年度 第３回保土ケ谷区障害者自立支援協議会（防災部会）会議録 

日 時     2024年８月２１日（水） １６:００-17：30 

開催場所 地域活動ホームゆめ ボランティアルーム 

出 席 者 

（ときわ虹の会）加藤氏・誉田氏  (区社協)本橋氏  (夢２１)遠藤氏   (希望の家)島田氏・早坂氏   

(保土ケ谷区基幹)朝倉・遠藤   

【特別参加】（夢２１福祉会）岩山氏 （きょうされん常任理事）赤松氏 （きょうされん事務局）石川氏 

欠 席 者 
（保土ケ谷区視覚障碍者福祉協会)関塚氏  (いわまワークス)戸村氏  (区役所)市川氏・岩垂氏 （保土ケ谷区基

幹）吉田 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 事 １．岩山氏・赤松氏より能登半島地震の現状と AARとの連携について 

AARジャパン（東日本大震災からのつながり）とは地震発生当初から連絡を取り、双方の

情報を共有した。１月３日には AARジャパンは珠洲市への支援に入っていた。きょうされ

んは物資の拠点として七尾に拠点を設置し、各地へ支援物資を届けた。輪島から珠洲市へ

の移動は道路が塞がれていたり、地割れや隆起があったりと大変困難で、一晩かけて移動

している。帰路は輪島と珠洲の作業所を周り、七尾へ戻った。 

奥能登のとある作業所では、地震の影響で職員の通勤経路が途絶えて退職した人もいた

が、現在３人体制で運営。ただし家庭の状況もあり退職の意向が出ているとの情報を聞い

ている。職員も被災者であるので、人手が足りないという苦しい状況。 

金沢へ二次避難した方もいるが、地元に戻りたいという要望も出ているそう。避難してい

るという事が大きなストレスで、「帰れない」、「帰ったところで見通しがもてない」等、

被災者の不安は今も大きい。 

R６年５月から JDF（日本障害フォーラム）が七尾市に拠点を置き、事業所支援と個別支援

を開始。ゴミ屋敷片付け、通所・通院の移動支援、入浴の移動支援、罹災証明書等行政手

続きの支援等を行う。AARとは協働して仮設住宅でニーズ調査し、エアコン設置等を行っ

た。 

JDFの支援センターについては、テレビで周知してもらった。活動状況については、月１

回共有会議を実施し、地元の相談支援専門員と連携している。相談員から個別対応が繋が

る事は大きい。輪島の自立支援協議会でも共有している。 

熊本や東日本との差は、能登では近年の福祉職員不足の影響（事業所が１週間人を出す困

難さある）でマンパワーが集まらなかった。そのため人手の確保は１週間４～６人を１年

間集めることを目標とした。 

【その他の情報等】 

・AARジャパンの能登担当者は２名。 

・熊本地震では NSK（日本相談支援専門員協会）と連携していた。NSK のその後のフォロ

ーは JDFが行っている。 

・障害者は足（車両）がないと、役所等に相談へ行けない。そのため、行政に要支援者名

簿の開示請求を行った。地元キーパーソンのマンパワーと、地元民と一緒に行政にかけあ

うことが大事。 

 【意見交換】 

・横浜では要支援者名簿は区役所が持っている。自治会町内会長は持っている。開示の判

第１号様式 



断や開示先については個人情報保護の観点から、請求しても難しいというのが現状。 

➡相談支援専門員が情報を持っているのであれば、そことの連携が必要。 

➡ただし、サービスに繋がっていない方や埋もれている方については、やはり要支援者名

簿での把握が必要となってくる。 

・災害時の個人情報（要支援者名簿）については、開示してもかまわないということには

なっているが、実際は安全パイを選ぶので開示されない。事前のルールづくりが必要では

ないか。※陸前高田と南相馬は開示し、それが活かされた 

 

２．９月１１日（水）センター開設シミュレーション訓練について 

①被災地障害者センター横浜ほどがや開設・運営マニュアル（案）について 

・SOSチラシについて 

 発信方法は Googleフォーム、メール、電話、自立協ホームページからが良いのでは。 

 チラシに QRコードを入れて、スマホ等からすぐにアクセスできるようにする。 

 

３．その他情報共有等 

・にじの会主催の防災講座について 

日程：１０月２９日（火） 

場所：保土ケ谷区社協 多目的交流室 

どなたでも参加 OK！当事者会等に周知予定。 

 

 

次回の日程 

防災部会   令和６年９月１１日（水）１６：００～１７：３０/活動ホームゆめ 

事務局会議  令和６年１０月９日（水）１６:００～１７：３０/ 活動ホームゆめ 


